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緒 臼

  196 1年BUrn8七〇Ck 及びHolman は ・モル・モ ツトの摘出輸精管標本を用い, その支配神 経

 である下腹神経を電気 刺激 することによ 蛎 骨格筋の神経 ・筋終板部に於いて見 られる運動終板

 電位に類似 した JunctiOn po七en七ia■( JP) を記録 した。 その後BUr n8tOck等並び

 に栗山に よつ て更 に詳細に電気 生理学的 な研究がなされ, この組織に於いて見 られる JPは交感

 神経末端からノルァ ドレナリ ンが遊出 して} それが Po8七8yn aptic 皿e 丑1braue即 ち平滑

 筋細胞膜に作用する結果生 じる ことがほ ぼ確定 した。 しか し交感神経の平滑筋に対する支配関係

 は そのよ うに単純 左ものではな く・ BUr n等によれば交 感神経節後線維 は全て GhGユinergic

 fi 1)re であ り, 末端に於 い てノルァ ドレナリ ンを遊 出 するま でに Cholin ergic nユ ech a一

 且i8迦 が介在 ずる。 一方Perry・ の報告に よれば モル ・モット下腹神経には二種類の線維 が存在

 し1 その1は IPreg angho灘ic B fibre であ り, 他はPos七ganglionic e fi b-

 re である。 この筋 の神経支配様式を更 に詳細に検討するため, 下腹神経刺激及び筋組織内神経

 板の刺激によるJP の差, ま た数種の薬物に対する 反応 の変化 を細胞内電極法によウ観察 した。

             実験方法

  モルモット下腹神経 一・r・輸精 管の摘出標本を用 い∫ これを容積 15 彫君 0 プラスチック製槽内に

 固定 」 Krebe selu七io且 で満た した。 実歴中は恒温装置により温度を一定に保ち・ 25触

 3 0℃ の範囲で実験を行な つた。 刺激は神 経刺 激並びに電場刺激 の二種類 を使用 した。 前者の場

 合! 下膜神経の輸精 管から5α打の部分を2本の叙の刺激庵極に乗せて刺激した。 この際, 電極に

 与 えた 電流 が輸精 菅平 滑筋趙織内神経板或 1ま 二南賢筋細 胞を直接 興奮 さ せな いことを確認 した。 後

 者 の場合には銀 の針状 電毯を陰極 と してジをの先端 を曲精管壁上に置 き7 陽極は銀一塩化銀の板

 状電極 とし で諭精循から離 して位置せ しめた。 ガラス電極は陰極から1鰯の 部位に刺入 し, 刺激

 強度はて ～8 V, 刺激頻度にt l5 C/SGC と した。

              糞鹸結果

  輸精 管平 滑筋は Burn6むO Ck そ の他 の観察に よシ自 発興 奮 を行 なわないの が原 則 であったが,

 著者は液中に於いて輸精管が 自発的に収縮 して いる場合 も稀 に はあることを 見出 した。 輸精管

 平滑筋の静止電・位は44 ～4 7 πV にわたり平均 45班Vであった。 下腹神経に対 し一定間隔 で反

 復刺激を一与えるとJPが出現 し, これ;が faci↓ita七io血, sumlna七ion を生じて一27

 ～一一 54 魂V(平均一30 み:V) に達する とスパイ クが発生する。 スパイ ク電位は49～6 5 彫V
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 (平均54πV) であり, Over8}100t は6～19πV(平均11篇V) であった。 これ等の値

 をBUrロ8tOC馬 栗山等の報告 した値 と比較 してみると小さ い値である。 このことは50り以

 下と云う実験条件の差によるもの であろう。 下腹 神経 に対する刺激の強慶を変えるとシ それに応

 じて JPの大きさも変化する。 下腹神経を 刺激 した際に得られるJPの潜伏期は54 ms ec で

 あり, time t。 P8akは155聴 ec であった。 5c/8ecの刺激では第 嘱・ 目の」Pを
 てとして, 続いて起る JPを比較すると, 夫々 て. 2.2,56.59.&1 とな 鈎 τate of

 ri8e を同様に比較する と, 歪. 1.5. 1. 9. 2. 7. 51となった。

  輸精管壁に対 して電場刺激を一与 える と, 筋組織内にある神経枝が興奮 して下腹神経刺激の場合

 とほぼ同 嫌な JPが得 られる。 この JP を神経刺激の場合 と比較する と潜伏 期が7鵬ec と短

 縮されている 以外 には両者 の差 は見 られ左 かった。

  薬理学的実験に際 して, 先づ作 用機転の異なる二種類の 節遮断剤を用 いた。 ヘキサメ トニウム

 では 10一4 免/寵£ の濃度を投与すると神経刺激に対 してJPが消失 し, この状態 で電場刺激を
 与えると2 JPは正常の場合と全 く同 じ形で出現する。 脱分極性に作用するニコチンを用いても

 裡 『5撃/麗 の濃度 で同様の遮断 が生 じ, 更に エゼリン10耐4撃/勉君の濃度に於 いて も同様
                      !ll
 の結果が得 られ た。

              考按

  ・モルモッ ト輪階菅平 滑筋に於けるJPと, 骨格筋に.於ける終板電位 とを比較 して見る と, 輸精

 管平 滑筋 に於いて次 の如き特長が見 られる。 輸精 菅平 滑筋は単一の下腹神経刺激に よって興奮す

 ることは少な ぐ, 反復繭激により興奮する。 この際JPは刺激の数とともにsumma七iorも

 faci工itatiOnを生 じてその大きさを次第に増1加させろ。 刺{敦強蔑1を増すとJPの増大が

 見られシ 更にJPの上向脚と下向脚を見る 蕎 骨格筋のそれと比較 してなだらかである。 これ等

 は.輸精 菅平 滑筋が複数 の神経終末 により支配され, しかもこの組織に於ける筋と神経終末との結

 びつきが骨格筋 の場合よ り疎である ことを意味 する。

  節遮断剤を用いた実験では下腹神経中に c五〇linergic fibreが存在することは明 らか

 であり, これがB肌rn の説の如ぐ全ての線維が Oholinergic であるのか, Perryの説

 の如く二種類の線維が存在するかは 解明出来ないが, しか し, この神経の走行中に於いてヲ 少な

 くとも一度 シナプスを介 していることは明 らかと考え られ る。

              結語

  モルモット輸精管について細胞内 電極 法により検討を加 え, この組織に於ける神経筋接合部の

 特長を電気生理学的 な面か ら観察 し, 更に薬物を用いて下腹神経線維について検討 し7 この走行

 中に神経節をもつものがある ことを確認 した。
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 審査結果の要冒

  交感神経末梢枝である下腹神経を刺激 した際, 輸精管平滑筋において記録される接合部電位は

 神経末端において遊出 したノ ルア ドレナ リンが平滑筋綱胞 膜に作用する結果発生する こと がほほ

 明らかとなったが・ 従来交感神経節後線維と考えられていた ものの 中に, choユinergic

 fib歯e が発見されてむ り, 交感 神経の平滑筋に対 する支配 関係 は骨格筋の如く単純では なレも

  本研究ではこの組織に於ける興奮伝達様式の検討を目的として, モルモット下腹神経, 輸精管

 の摘出標本を用い, 下腹神経刺激又は電場刺激 を与えて, それに対する接合部電位の差を, 細胞

 内電極法により観察 し, また数種の薬 物の影響 を見て, 次の結果を得 た0

  1) モルモット輸精管平滑筋は野 下腹神経単一刺激, 持続時間の短かい単一電場刺激によリス ・

 バイクを生ずることは稀で, 多くの場合, 反復刺激を必要とする。 反復刺激により加重, 促通を

 生じて接合 部電位が増大 してか らスパイクを生ず る0

  2) 下腹神経刺激及び電場刺激により発生する接合 部電位の差異は殆ん どみられなかつ た0

  5) 輸精管の自発 収縮が稀にみ られた0

  4) 輸精管において筋一筋興奮伝達もみられた0

  5〉 節遮断剤, 高濃度エゼリンにより, 下腹神経刺激に対する反応は消失 したが, 電場刺激に

 対しては 正常の場合と全ぐ同じも 接合部電位, スパイ クの発生がみ・ られた。 このことか ら} 下

 腹神経中にchOlinergic fibre が存在 し・ これが平滑筋に達するまでに, 筋を換えるこ

 とが明 らか となつ た。

  以上の結果は, 輸精管平滑筋に対する刺 激伝達様式を一層明らかに したものて, 学位授一与 に値

 する ものと認める。
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